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１　令和６年１２月　財務部補正予算（案）総括表

【一般会計】 (単位：千円)

33,363,407 183,535 33,546,942

4,692,589 183,535 4,876,124

(項１)総務管理費 2,887,775 101,535 2,989,310 庁舎維持管理費 67,000

財政調整基金費 17,616

減債基金費 16,919

(項３)徴税費 1,804,814 82,000 1,886,814
ふるさとぬくもり
基金費

82,000

1,698,558 0 1,698,558

(項１)保健衛生費 1,607,516 0 1,607,516

(項２)環境衛生費 91,042 0 91,042

5,609,769 0 5,609,769

(項５)都市計画費 5,609,769 0 5,609,769

21,262,941 0 21,262,941

(項１)公債費 21,262,941 0 21,262,941

99,550 0 99,550

(項１)予備費 99,550 0 99,550

(款１３)予備費

財 務 部 合 計

(款２)総務費

(款４)衛生費

(款８)土木費

(款１２)公債費

区分 
補正前の額 今回補正額 補正後の額 備考

予算科目(款・項）
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【財政調整基金費】 

【減債基金費】 

 

 ２ 財政調整基金及び減債基金の運用益積立金について 

［財政課］  

 

  (1) 補正額  財政調整基金運用益積立金 １７，６１６千円 

 

財源内訳 財政調整基金運用利子   １７，６１６千円 

 

 

           減債基金運用益積立金   １６，９１９千円 

 

財源内訳 減債基金運用利子     １６，９１９千円 

 

 

  (2) 事業目的 

金利（利率）の上昇に伴い、財政調整基金及び減債基金の運用益積立

金が不足することから補正する。 
 

  (3) 利率の推移 

令和６年度当初予算における預金利率 ０．０５０％ 

令和６年２月の預金利率 ０．００６％ 

令和６年３月の預金利率 ０．０５０％ 

令和６年１０月の預金利率 ０．３５０％ 
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【庁舎維持管理費】 

 

３ 大会議室、８０２会議室音響設備更新業務について 

［管財課］  

 

(1) 補正額           ７，０００千円 

 

財源内訳 一般財源 ７，０００千円 

 

 

(2) 補正の目的 

平成４年に設置した音響設備について、老朽化に伴い音声が聞き取り

づらくなる等、会議の運営に支障が生じていることから機器を更新する。 
 

(3) 事業内容 

オーディオミキサーやスピーカー等の更新 

 

 
【更新予定機器】 

 

 

 
 大会議室  ８０２会議室  
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【庁舎維持管理費】 

 

４ 本庁舎蓄熱槽防水改修業務について 

［管財課］  

 

(1) 補正額           ６０，０００千円 

 

財源内訳 市債    ６０，０００千円 

    （災害復旧事業債） 

 

(2) 補正の目的 

本年９月頃の日常点検において、漏水時に作動するポンプが稼働して

いたことから調査したところ、空調設備の熱源となる冷温水を貯める蓄

熱槽から漏水していることが判明した。 

蓄熱槽上部には、能登半島地震の影響による破損が見られ、内部にも

破損があると推測されることから蓄熱槽内の防水改修を行う。 
 

(3) 事業内容 

本庁舎蓄熱槽の断熱防水 約１，５００㎡ 

【施工箇所】 

 

空調機械室 

電気室 

一般駐車場 

公用車駐車場 

蓄熱槽改修範囲 

地下２階平面図 
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【庁舎維持管理費】 

 

５ 本庁舎受変電設備更新実施設計業務について 

［管財課］  

(1) 債務負担行為の設定           

事 項 期 間 限度額 

本庁舎受変電設備更新

実施設計業務委託費 

令和６年度から令和８

年度まで 
１２５，０００千円 

 

(2) 補正の目的 

本庁舎建築時から使用している受変電設備が老朽化し、更新が必要な

ことから、実施設計業務に伴う委託費について、債務負担行為を設定す

る。 
 

(3) 事業内容 

本庁舎地下２階に設置されている受変電設備の更新に当たり、基本設

計を基に決定した方針に基づいて、新設する受変電設備を収容する建物

の設置や、庁舎の配線整備等の実施設計業務を行う。 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 今後のスケジュール（予定） 

  令和 ７年 １月 実施設計業務委託契約締結 

  令和 ８年１１月 実施設計業務完了 

令和 ９年 ３月 市議会定例会での工事請負の議決 

 工事請負本契約の締結 

令和１１年 １月 受変電設備の工事完了 

【イメージ図】 

 

【概要】 
・ 浸水被害を想定し、本庁舎東側に

ある地上公用車駐車場に受変電設備
を収容する建物を新築して、地上５
ｍ以上に受変電設備を設置する。 

・ 建物規模は、幅１９ｍ、長さ３１
ｍ、高さ１１ｍ程度とする。 

・ 地下埋設ケーブルを敷設し、本庁
舎へ送電する。 

・ 災害時においても、庁舎全体の電
源を維持することが可能である。 
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【ふるさとぬくもり基金費】 

 

６ ふるさとぬくもり基金の積立について 

［納税課］ 

 

(1) 補正額         ８２，０００千円 

 

財源内訳 寄附金   ８２，０００千円 

 

 

(2) 補正の目的 

遺贈による寄附があったことから、ふるさとぬくもり基金に積み立

てる。 

 

 

(3) ふるさとぬくもり基金の状況                  

（単位：千円） 

令和５年度末

現在高 
 

A 

令和６年度 
現計予算 
積立額 

B 

１２月補正 
積立額 

C 

年度末現在高 
見込み 

A＋B＋C 

308,970 285,296 82,000 676,266 
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